
老 人 の 福 祉

藤 木 光 夫

老 齢 者 の 増 加

わが 国は,経 済 成長の 面にお いて,世 界各 国に くらべ,急 速な進歩を しめ して いるが,

人 口の老化現象 について もその速度を増 して いる。戦 前は,人 生50年 といわれて いたが,

今は50才 は働 きざか りで,人 生70年 ともいわれ るよ うにな った。従来か らわが 国は 高出

生,高 死 亡とい う人口動態 を示 していたが,戦 後急 に低出生,低 死 亡とな り,後;笙 国形か

ら先進国形 にな って きた。 このため,わ が国にお いて は,人 口の老齢化が急速に進み,老

人対策が 重視 され るよ うにな って きた。総 理府統計局の 資料 によ ると,わ が匡iにお ける,

65才 以 一ヒの人 口が全 人iコに1・1-1める割合 は,昭 和30年 では,5.3%で あ ったが,IIUfa40年 に

は6.3°oと な り,昭 和70年 には,12°o前 後に達 す るで あろ うと推計 され てい る。

65才 以 ヒ の 人 口 の 年 次 推 移

表1.総 理府統計局、人口問題研究所

年

昭 和

グ

ク

次

30年

40

50

グ60

//70

一一一 一刊 一

80

〃90

人 総 口165才 以 上 人 ロ

(A)(B)

」.89276愁 一L--4,748千 人

lg8,27516,181

1-
109,9258,7151

120,798111,502

128,344115,380

一 一ヘー一`一 『-1-一 一一 　 一一一 ～

134,960119,448

　　

138・61423,4771

旦

A

5.3°0

6.3

7.9

9.5

12.0

14.4

16.9

この12%は,現 在 スウェーデ ン,フ ランス,イ ギ リス,西 ドイツにおけ る率で あるが,こ

れ らの屡[が,5%か ら,12°oに 達す るまで には,約100年 もかか ってい るが,わ が国 にお

いて は,わ ずか,40年 間 で この線に達す ることにな る。 それ に,わ が国の 老人問 題は,老

人 のC{Tt.L1川と反対 に,一 般技術 の進歩 と産 業の合理化 に よ り,老 人の職場 をせばめ就 業を 困

雑 に し,老 人の生活に不安を 与え るよ うにな った。 また一方 家庭においては,老 人の地位

が 低下 し,都 市においては,住 宅の狭小 も原閃 して,や むな く,こ ども と別居 してい る老

人 世帯 が増 加 してい る。

老 人 世 帯 数

わが 国の 全世帯 の,3.4%が 老人世帯(男65才 以 .ヒ,女60才 以.Lの 老人 だけか,ま たは

,そ れ に18才 未満 の 」二どもの ある世帯)で あ って,そ の半分は一 人暮 ら しの 老人で あって,

表2の よ うに,今 後 一層 こう した老 人世帯が増 加 してし)く傾向を 示 して い る。
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老 人 の 福 祉

表2.高 令者世帯の推移 厚生省統計調査部

年 次

昭 和35年

36

37

1

38

1■

39

40

41

42

43

43年 の 対35年 増

加率35年 ・=100

全蟹 ㌔ 高倉拶墜
…済堕

22,476千 世 帯500千 世 帯

23,509561

23,850

25,002

25,104

-一 一 一一一一

　
25,940

26,765

28,144

618

へ 　　　 　　 ロ　　 　 　　ロ

679

28,694

716
-一 一 一 一ト

799

886

952

972
ユ

2.2%

2.4

旦 うち単身世帯
Aの 割合

58.ago

2.6

G.

2.9

一一 一一1

3.1

3.3

3.4

3.4

127.7 194.4

58.2

55.4

56.7

55.7

55.5

54.5

53.1

そ して一人暮 ら しの老人の数は,昭 和43年 では55万 人 とな り,60才 以⊥の老人 の半数 にな

って いる。

老 人 の 生 活 費

つぎ に老入 肚帯 の生活費 についてみ る と,そ の ほとんどの ものが,親 族 にたよ って い る

状 態で,老 人が 臼分 で生活 して い くことの,む つか しさがわか る。65才 以上 の老人世帯 に

お ける生 活費 につ いて,わ が 国 とアメ リカ と比較 して み ると次の表(表3)の とお りで あ

る。

表3.

日 本

(昭和38年)厚 生 省 統 計 調 査部

自分の収入で暮らせる1自 分 の 収 入 で 暮 ら せ な い

∵}郵轡 響 撃 際1魂織 締評
ア メリカ

(昭 和36年) アメリカ社会保障研究所

稼

24.2

働 年 金

7a.g

等!財 産収入、扶養、その他i公 的扶助　 イー一一 一

8.4-114,2
1

アメリカでは2以 上の事項が重複して計一ヒされている。

近 頃は労働 力の不足 によ り,定 年 制の延長や,再 就 職 とい うかた ちで,老 人 の労 力が利用

され るよ うにな ったが,そ の労働の種 類に制約が あ り,特 別 な技術で もない限 り,そ の収

入 も微 々た るもので,そ のほ とん どの ものは,低 所得者 の域 を脱 しない もの と思 われ る。
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老 人 の 福 祉

表3を み ると,ア メi)カ で は,65才'1)ヒ の 老人で,自 分の収 入で 生活 してい るものが90%

(鋤 いて いるもα)24.2%,年 金等に よる もの70.8%)で あ るの に,わ が 国に おいては,33.

3%で,老 人の職場 のす くな いこ とや,年 金額 の低い こ とを示 して い るU健 康 な老 人には ,

そ の能 力に応 じて適 当な職場 を 与え ること と,生 活 に必 要な年金額 の スラ イ ド制を考え る

ことで ある。

表4.老 入の生活費の主な出所 法務省民事局調査

60才 以 上1

　

の既婚者1小

本 人 (配偶者)

計 入を得て い「
いる

1
46.1%36,6%8,9%1

59

77:1%}1966:;%Ll:6%8

64.756.97。8

36.8127.98.8

33.3%124.1%8.2%

55.643.lIJ.r

32.124.57.5

11.11.37.1

働い如 そう釧

総 数

r総 数
'60～64才 ゜男

165～69才

1.70～ 以L

382人

187人

68

51

68

r総 数

女 〔6・-64わト

165～69才
　
170～ 以L

195人

72

53

70

わからな
い

0.5%

1.0%

2.8

～ そ の 他

46.1%7.9%

36・4%巨 ・3%

19.].i2.9

31.43.9

5ヱ.4 _5.9

55.4%,11.3°0

36.lI8.3

60.47.5

7L417.1

老 後 の ノヒ 活 状 態

わが 国において は,老 後の生活 は,こ どもに頼 るのが,一 般的な 考えかたで あ ったが,

近 頃は そ う した 考えか たが著 しく変 って きて い る。それは,近 頃の 若い 人々のなかには,

親の 老の後生活をみ るのは,家 族 の責 任で ある とい う考 えが うす くな った ことと,一 方 こ

ど もた ちの家庭にお いて も,日 常 の生活費 や こど もの 養育 費,教 育 費がか さみ,親 の生活

費 まで,援 助す ることがで きない ものが多 くまた,住 宅`拝情が 悪いた め,そ の意志が あ っ

て も,同 居 して扶 養す る ことがで きないな どの理 由 もあ って,や むを えず,こ どもと別居

して い る老人 世帯が 増加 して い る。 それで も,昭 和43年 の厚生省 の調査 によ ると,わ が 悶

で は,こ どもと同居 してい る60才 以iの 老 人は79°oで,デ ンマ～ クの20%,イ ギ リスの42

%,ア メ リカの28%に 比べ る と,高 い率 を示 して い る。 しか し,近 頃は表5の とお り,老

後 は こどもにた よ らず に暮 ら したい と考 えてい るものが 多 くなって きて い る。

表5.老 後の生活についての意識の変化

毎日新聞社人口問題調査会

子供に全然たよらずに暮らす

子供をたよりにしている

子供をたよりたいが、できそうもない

考えたこともない。

1昭 和1昭 和}「i召 不[」 昭和 昭和

125年130年

21.3°022.0%

54.845.0

3.98.5・

　 　
20.024.5j

36年140年44年

27.6.%47.3%」50.5%

35.1i35.328.6

8.3_1

29.017.41zo.9
1

昭和25～36年 の調査対象は、妻の年令50才 未満の夫婦。

10～44年 は現 にこどもを も つてい る。50才 未満の既婚有 夫の 女子。
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老 人 の 福 祉

老後は こどもに全然た よ らず暮 ら したい と答 え た,50重 未満 の有 夫の女rが 多いの は,

こどもの家庭にお け る,母 の(姑)の 、Z場が,い か にむつか しい もので あるかが 窺 える。

こ う したt"は,夫 の死 後もその遺c'e:1.1,=.や年金 によって,生 活が で きる入と思 われ るが,な

ん とな く老後の さび しさが感 じられ る。 老後は こど もや孫 た ち と一緒 に暮 ら した いのは,

ほ とん どの 老人の願 いで はないだ ろ うか,た とえ経 済的 に困 らな くて も,老 夫婦だ けの生

活 や,と くに配 偶者をな くした孤独 な老人の生活 は,老 人 自身の それ ぞれ考 えか たもあ る

だ ろ うが,ほ ん と うにあ じけな い余 生を過すだ けで ある。

老 人 の 自 殺

老人 にお こりやす い,病 気,貧 困,精 神的 な苦 しみ,家 庭不和 などは,老 人 を絶望の窺

地に追 い こみ,は て は,生 きる望 み さえ,う ば って しま うことにな る。 老人にな ると,身

体 が衰 えいろい ろ故 障が 生 じて くる。かつて 職場 にいた ときは保険 に加 入 して いたが,そ

の¥」t時は元 気で,病 気 に もかか らず,保 険 を利用 した こともなか ったが,老 人にな り,退

職後病気 にな り,ほ ん とうに保険 が必要 とな った ときには,か つての保険が利 用で きな く

な って しま って い る。 こ うした ものは退 職後,市 町村 の国民健康 保険 に加入 して いて も(

本人が 世帯 主で あって も30°0)治 療費を 負担 しな けれ ばな らな いので,老 後の病 気は老 人

に とって,精 神的,経 済的 に大 きな負担 にな る。老 人のなか には,病 気 にな って も,経 済

的 な理 由で,医 師の治療 を受 けるこ とが で きず,苦 痛を しのんで,病 気の進む ままにあ き

らめて い るものや,は て は苦 しみ にたえかねて,自 か ら死 をえ らぶ もの もあ る。 このよ う

な,介 護 を要す る老人 に対 しては,養 護老 入 ホームや特別養護 老人 ホームな どの老 人福祉

施設が 設 け られて い るが,fit_問 一般が こう した施 設に対 す る認識 が うす く,昔 の 養老院 に

対す る老えが あ り,ま たこ う した施設 にはい るこ とが 恥か しい とい うi閻 体か ら,入 所 を

好 まない もの も少 くないので,こ う した施設 の現状 を一般に認識 さす努力 が必要で あ る。

家庭 不和 につ いて は,老 入 と若 い世代 の思 想の相 違が家庭紛争 を生 じやす く,と くに嫁 と

姑の あいだに著 しく,は て は老 人が家庭 か らは じきだ され る結果 にな ることが 多い。表6

に示す よ うに,わ が 国にお け る老 婦人 の 自殺 率の高 いの も多少 こう した ことに関係が あ る

ので はないか と思 われ る。[1堺 保健機構 の調 査 によ る,世 界各 国の老人 自殺率 をみ る と,

わが 国の老 人白殺 率は男 女と もに高 く,と くに女性 においては,li堺 第2位 の高率を示 し

て いる。

表6。 諸外国老人自殺死亡率 入口10万対WHO(1965年)

国 名

ハ ン ガ リ ー

チエ コスロバキア

台

べ

日

フ

オ ー ス

ス

西

湾

【

本

ス

ア

ス

ッ

ギ

ン

イ

ト

ィ

レ

ラ

ド

ノ

男

65～74才75才 以 ヒ

76.5141.2

65.7108.2

60.592.7

51.287.9

55.086.3

51.4177.8

53.870.3

65.0'68.6

48.764.9

名

・

国

湾

本

F

ア

ア

ツ

{

ク

ス

リ

キ

リ

ド

バ

イ

ギ

一

ガ

ス

如

ド

レ

マ

イ

ン

三

,

ン

・
台

日

ハ

オ

チ

西

ベ

デ

ス

女

65～74才

43.4

40.]

38.3

25.0

30.6

25.9

22.2

20.8

15.9

75才 以 上

75.1

68.3

58.9

32.9

30.9

27.2

24.6

22.7

15.2
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老 人 の 扶 養

老 人の扶 養に ついて,社 会の 人々はど う考 えて いるかに ついて,総 理府 の世論 調査 の結

果を 見 ると,

20才49才 の年 齢層で はJ

老 後の生活 は 老人 自身 の責TT一で あ る,と 答え た ものが70-80°0で,家 族の責任 で ある,

と答 えた ものは,20°0程 度で ある。 これ に対 して,60才 以.Lの 老人の約 半数が 家族の責 任

で あ ると答えて お り,若 い もの と老人 との考 えかた に,ノ くきなひ ら きが ある。

表7.年 令階級別にみた老後生活に対する意識(%)

総理府世論調査(昭 和41年5月)

総 数

20～29才

30～39才

40～49才`

50～59才

60才 以 上

総 数

100.0°0

100.O

ioo.o

goo.0

100.O

goo.o

自 分 の 責 任

で あ る

40.3%

44.1

46.r

44.8

37.3

22.7

家族の責任
である

27.190

1.5.8

18.2

25.3

31.9

49.6

社 会 の 責 任

で あ蚤

25.4%

32.4

29.2

23.6

21.0

17.2

わ か ら い

7.3°o

.1

5.9

6.3

6.8

10.5

若 い ものの考 えにつ いてみれ ば,農 村にお いては,貧 富 の 一,::が大 き くな り,生 活構造 が

変化 したため現 金収 入が 必要 とな り,低 所得 層の若者 は 出稼 ぎに行 くよ うにな り,そ の ま

ま都会 に住みつ いて しま うものが 多 くな り,農 村 には 老人だ けが,と り残 されて,貧 しい

孤 独な生 活を送 って い る例が 多い。 出稼 にでた こど もも,住 居の 事情な どで,親 を呼び よ

せ て 同居 す る ことが で きな い し,親 の生活 を満 たす だ けの援 助 もで きな い とい うものが 多

い と思 われ る。 また親た ちに して も,祖 先か ら住みつ いた土地 に愛 着が あ り,繁 雑な都 会

生活 にな じむ ことが で きず,苔 のよ うに墳 墓 の土地 に しが みつ いて,余 生を淋 しく送 って

いるのが,こ どもか らと り残 され た,農 村の 老人の姿 でな いだ ろ うか。 そ して,こ う した

老人の なか には,貧 しさと淋 しさにた えかね て,自 ら死を え らぶ もの も少 くない よ うで あ

るQ

表8.6才 以 ヒの老人の地域別自殺者数(人 口10万対)

昭和40年厚生省

男

部

部

市都大

郡

市

7

62.8

49.7

1.3

女

X46.3

37.1

32.4

また都 市の 老人につ いてみて も,そ の こど もた ちは,生 活 に追われ て,夫 婦 共稼 を して,

ど うにか暮 ら して い るが,そ の住 居の 多 くは1室 か2室 のアパ ー トで,親 と共 に生活す る

こ とがむ つか し く,い わゆ る核 家族化 してい るが,そ れ で も,こ ども と同居 してい る老入

は非常 に 多い。 昭和41年 の総理 府が行 った 肚論調 査に よ ると,60才 以 上の 老人で,

こ ど も と 同 居 して い る もの81°5%

こど も以外 の親族 と同居 して い る もの2.6%
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配偶者 と2人 ぐ ら しの もの

1人 ぐ ら しの もの

そ の 他

計

で あ って,

うか と間 うと,

思 って い る

思 って いな い

答 えな し

計

老 人 の 福 祉

さ らに上 の 同居 して い る老人 につ いて,

10.4°0

4.2°0

1.3°0

100.0°0

で き る な ら,こ ど も と別 居 した い と思

4.5°0

74.3°0

2.3°0

81.5°0

とな って お り,別 居 な ど思 って もい ない とい うのが 大 多数 を 占めて い る。 これ は前の表5

にあ る,老 後の 生活 について の意識 の変化 に現 われ た,老 後は こどもに全 然 たよ らず に暮

らす と答 えた もの50.5%と 大 きな差が あるが,こ れ は働 け るあいだは,だ れで も,こ ど も

の世話 にな らず に,自 分 で 生活 を して い きたい と考えて い るが,さ て と しを 取 って み る

と,み よ りのない生活 が淋 しくな り,そ の うえ,か らだ の調 子が 悪 くな って くると,い つ

も,だ れ かが身近 か にいて くれて,事 務的 でな い細か い心づ か いを して くれ る介護が ほ し

いの でな いだ ろ うか。 また精神的 な安定が 必要 なので はな いだ ろ うか。 老人 のた あの施 設

と して各種 の老 入 ホームが設 け られ て いるが,こ う した もの に対 す る老入 の受 取 りか たに

,昔 の養 老院 とい う観 念が あ り,こ う した施設 に入 る ことは,世 間か ら棄て去 られ る とい

う、不安 が 多分 に あ るので はないか と思 われ る。

老 後 の 保 障

停年退職者は 特殊なもので ないかぎ り,退 職金だけで 余生を 送ることは とてもで きな

い。停年退職後もまだ こどもの学資や養育費が必要なものもあり,ま た住宅を買った掛金

などが残っているものもある。恩給や組合年金などの受給者も,一 般物価の急騰 に対する

年金のスライ ド率が低 く,そ れだけではとても生活することができない。それで老後の生

活をささえるために再就職 しても,賃 金は低 く,年 金 と賃金を合せて,よ うや く生活をさ

さえている状態である。そ して,こ の再就職も,い つまで続 くものか と考えると,毎 日不

安な 日を過ごさなければな らない。そこで60才 以.ヒの老人で停年退職後,再 就職 した者 に

対 しては,そ の収入額にもよるが,現 在施行 されている老齢控除額の増額や所得税の免税

点の引きあげを考慮 されるべ きで,老 人が長が生 きすればするほど、貧困に苦 しむようで

は,ほ んとうの老人福祉はあ り得ない。また種 々の事情 により住宅に困っている老入や老

人世帯が ある。 こうしたものには軽費老人 ホーム等があるが,そ の数は少な く,す べての

希望を満たす ことがで きないか ら,低 家賃住宅の斡旋を考えなければならない。 しかも老

人用住宅については,高 層にあるものは老人に適 しないので,な るべ く一階を老人用にあ

て るように 考え られなければな らない。 つぎに,身 体上も しくは精神上,環 境上,ま た

は,経 済的な理由で,そ の居宅において,養 護を受 けることが困難な65才 以上の老人を収

容する養護老人ホームや,身 体上又は精神上著 しい欠陥があるため常時介護を要する老人

(ねたきり老人)を 収容する,特 別養護老入 ホームが あり,ま た居宅老人に対 しては,各

種の相談に応 じたり,健 康の増進 とか教養の向上及び レク リェーシ ョンの便宜を与えるた

めの老人福祉 センターや,ま た老人の保健休養のため温泉や山間に老人休養ホームなどが
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設 置 されて い るが,こ う した施設 を利用 で きな い 老人 もあ るか ら,施 設の適il=.な配 置や,

すべて の老入 が公 平に利川 で きるよ う考え られ なけれ ばな らない、,

一・方病 気 のため 自宅で寝 た き りの老人 に対 して は,老 人家 庭奉 仕員が 巡回 して,身 の ま

わ りな どの 世話をす ることにな って い るが,そ の 数 も少 な く,こ の よ うなすべ ての老 人に

対 して い き とどい た介護 をす る とこはで きな い実 状で,寝 た きりの老 人が死後数 日経過 し

て近所 の人 に発見 され た とい う例 もあ るので,こ う した ものの対 策 も今後の問 題 と して考

え られ な けれ ばな らない。

老 人には病 気が多 くそ の有病 率 は青壮年者 の5倍 に も達 して い るが,受 療率 は1.5倍 し

か ない。 これ は 老 人が 病 気 にかか って も,気 軽 に医療 を 受 け るこ とが で きない ことで あ

る。 これは,さ きに も述べ た とお り,就 職 して いた ときは,職 場 の保険 で医療給 付を受 け

られ た ものが,退 職 して 国民 健康 保険 に1川入 した場 合には,・保険 給1・j'率が低 ドして しま う

た めで,老 人 の医療 給 付を改 善 して,病 気にかか った と きは気 軽に医療 を受 け られ るよ う

に配 慮 され な けれ ばな らな い。

人 間は必ず 老齢期 をむか えな けれ ばな らない ので あるか ら,老 人の 福祉 に 関す る 問題

は,す べて の国民 の問 題 と して,社 会一般 が 考えな けれ ばな らない ことで ある。
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